手　引　き　書

対応テーマ
：Ｗｅｂページの構造と表示の仕掛け

教材ＮＯ
 ：３－１

１．教材の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学習対象者

ねらいと効果


この教材は、上記テーマを学習するために、高校生向けに開発されています。

クモの巣構造であるＷｅｂページの基本構造を擬似的なネットワーク環境内で理解します。

また、Ｗｅｂページを構成するＨＴＭＬタグの記述方法を、実際に作りながら理解します。
作成したＷｅｂページは、それがどのように配信され、保存されているかを理解します。
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学習の項目
　　学習項目は次の順番になっております。

２．マルチメディア教材の構成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

構成
教材は９段階に分かれています。
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教材の流れ


３．マルチメディア教材の実行方式　　　　　　　　　　　　　　　　　

　「教材インストール手引書」で教材の動作環境、インストール方法、実行方法を最初にご確認下さい。

3．1 サーバーマシン

　　　　（１）Webサーバーを立ち上げる。

（２）「（教材をインストールした場所）\ipa\bat\3-1.bat」を実行する。

3．2 クライアントマシン

（1） OSを立ち上げる。

（2） Ｗｅｂブラウザ（Internet Explorer）を立ち上げる。

（3） 「アドレス」に「（サーバマシンのIPアドレス）/ipa/」を指定し、Enterキーを押す。

（4） 教材リストの「Ｗｅｂページの構造と表示の仕掛け」の「教材と手引き」欄にある“マルチメディア教材”か”汎用教材”をクリックする。
４．教材の活用授業の進め方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学習の進め方
　　この教材は、Ｗｅｂページの構造と表示の仕掛けを理解するため、１時限（５０分）の授業で活用できるようになっています。


　　この教材では、Ｗｅｂページの構造を、擬似的なネットワーク上を移動する事で理解する内容になっています。また、実際のＷｅｂページを作りながら、表示の仕掛けについて理解する事が出来ます。汎用教材を利用して､実際に作成したＷｅｂページを生徒一人一人が保存し、後日の教育に活用することも出来ます。


　　この後の教材３－２では、作成したＷｅｂページのデザインおよびＷｅｂを使っての情報発信のルールについてを考える内容になっており、連続して活用すると更に理解が深まります。

時間配分
　　この教材を１時限の授業で活用する場合の標準的な時間配分を示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　表１ 時間配分の目安

項　　目
　　　　　内　　容
時　間

１．導入説明
Ｗｅｂページの構造について特に

従来の直線的な構造に対して、クモの巣型の構造である事を説明する。
５分

２．

マルチメディア教材活用
(1)Ｗｅｂの構造
Ｗｅｂの構造について、実際に教材内のネットワーク空間を探索して理解する（気付き学習）。
１０分


(2)Ｗｅｂページの表示方法
表題／見出し／中見出しと内容／奥付／画像の挿入、の順で､Ｗｅｂページを実際に作成する過程で､Ｗｅｂページの表示方法についてを理解する。
２０分

３．汎用教材の活用
教材内に作成したＷｅｂページを本物のＷｅｂページに変換して､サーバから生徒のＦＤに保存する。このＷｅｂページがＷｅｂブラウザでどのように表示されるかを確認する。
１０分

４．まとめ
Ｗｅｂページの構造と表示の仕掛けについてまとめる。
５分

　　　　　　　　　　

５．マルチメディア教材の活用方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

表２ 教材の画面操作と効果的な使い方

画面遷移
画面操作と解説
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画面ＮＯ.０

　タイトル画面


· ［買い物遊びでＷｅｂのイメージを学ぶ］をクリックすると､Ｗｅｂの基本構造について学習できます。［画面ＮＯ．１］

· ［Ｗｅｂページの記述方法］をクリックすると､Ｗｅｂページの記述方法について学習できます。［画面ＮＯ．３］

· ［Ｗｅｂページの作成から表示までの流れ］をクリックすると､Ｗｅｂページの作成から表示までの流れについて学習できます。［画面ＮＯ．１０］

· ［要点］をクリックすると、本教材の要点について確認できます。

画面ＮＯ.１

　買い物選択画面
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· ［買い物一覧］から買い物を選択し、ダブルクリック、または［選択アイテムを追加］ボタンをクリックします。

· 買い物を規定数選択して、［デパートへ］ボタンをクリックすると演習がスタートします。［画面ＮＯ.２］

· 画面下部の［解説］をクリックすると､本教材で使われる専門的な用語についての解説が表示されます。

［解説］

· ここで、買い物を選択します。

· 規定数はカスタマイズ可能です。
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画面ＮＯ.２

　デパートの探索


· ［店］をクリックすると買い物ができます（目的のものが売っている店の場合）

· ［エレベーター］、［エスカレーター］をクリックすると、階を移動できます。

· ［店］をポイントするとURLが表示されます。

· １階の［受付］をクリックすると右側にデパートの階層構造が表示されます。店名とURLが表示されています。

· ［再開始］ボタンをクリックすると、買い物選択画面に戻ります［画面ＮＯ．１］

· ［タイトル］ボタンをクリックすると、タイトル画面に戻ります。［画面ＮＯ．０］

· 画面下部の［解説］をクリックすると､本教材で使われる専門的な用語についての解説が表示されます。

· 全ての買い物を終えるとデパートの検索（自由）がスタートします。［画面ＮＯ.２－１］

［解説］
· ［店］、［エレベーター］、［エスカレーター］等は全てＷｅｂページとして表示しています。

· ブラウザと同様、URLを入力／変更する事で該当するＷｅｂページ（上記の［店］等）に移動できます。
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画面ＮＯ.２－１

　デパートの検索（自由）


· 右の階層構造に表示されている店名をクリックすると､その店にジャンプします。

· それ以外は［画面ＮＯ.２］と同じ

［解説］
· ［画面ＮＯ.２］と同じ
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画面ＮＯ．３

　新規作成／ファイル読み込み


· 新規にＷｅｂページを作成する場合は［新規］をクリックします。［画面ＮＯ．４］

· 前回、この教材でＷｅｂページを作成しており､その続きを行う場合は［開く］をクリックします。Ｗｅｂページを保存したクラスを設定して、目的のＷｅｂページを選択し、［ＯＫ］ボタンをクリックしてください。

· ［タイトル］ボタンをクリックすると、タイトル画面に戻ります。［画面ＮＯ．０］

· 画面下部の［解説］をクリックすると､本教材で使われる専門的な用語についての解説が表示されます。

· 画面内に表記されている文字（「表題」や「<HEAD></HEAD>」等）をクリックすると、対応する解説のみが表示されます。

［解説］
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［開く］ことが出来るのは本教材の作成するデータであり、本物のＨＴＭＬファイルを読み込んで修正することは出来ません。
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画面ＮＯ．４

　表題の設定


· ［表題の入力］欄に、表題を入力します。

· 表題は、［サンプル］欄内の表題サンプルをダブルクリックすると［表題の入力］欄に設定されるので、これを修正して使用することもできます。

· ［ＯＫ］ボタンをクリックすると､［こんなページができます］の欄に表題が表示されます。

· また、［そのＨＴＭＬソースはこうなります］の欄に表題を表示するために必要なＨＴＭＬタグが表示されます。

· ［タイトル削除］ボタンをクリックすると､設定した表題を削除できます。

· 表題の設定終了後、［>］ボタンをクリックすると、見出しの設定に進みます。［画面ＮＯ．５］

· ［<］ボタンをクリックすると、新規作成／ファイル読み込み画面に戻ります。［画面ＮＯ．３］

· 画面下部の［タイトル］ボタンをクリックすると、タイトル画面に戻ります。［画面ＮＯ．０］

· 画面下部の［解説］をクリックすると､本教材で使われる専門的な用語についての解説が表示されます。

· ［表題の入力］をクリックすると、表題に関する解説が表示されます。

［解説］
· ［こんなページができます］の欄には作成しているＷｅｂページをブラウザで見たときの画面が表示されます。

· ［そのＨＴＭＬソースはこうなります］の欄には作成しているＷｅｂページのＨＴＭＬタグが表示されます。
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画面ＮＯ．５

　見出しの設定


· ［見出しの入力］欄に、見出しを入力します。

· 見出しは、［サンプル］欄内の見出しサンプルをダブルクリックすると［見出しの入力］欄に設定されるので、これを修正して使用することもできます。

· ［ＯＫ］ボタンをクリックすると､［こんなページができます］欄に表題が表示されます。

· また、［そのＨＴＭＬソースはこうなります］の欄に見出しを表示するために必要なＨＴＭＬタグが表示されます。

· ［こんなページができます］の欄内の入力した見出しを選択して、［削除］ボタンをクリックすると､設定した見出しを削除できます。

· 見出しの設定終了後、［>］ボタンをクリックすると、内容の設定に進みます。［画面ＮＯ．６］

· ［<］ボタンをクリックすると、表題の設定に戻ります。［画面ＮＯ．４］

· 画面下部の［タイトル］ボタンをクリックすると、タイトル画面に戻ります。［画面ＮＯ．０］

· 画面下部の［解説］をクリックすると､本教材で使われる専門的な用語についての解説が表示されます。

· ［見出しの入力］をクリックすると、見出しに関する解説が表示されます。

［解説］
· ［こんなページができます］の欄には作成しているＷｅｂページをブラウザで見たときの画面が表示されます。

· ［そのＨＴＭＬソースはこうなります］の欄には作成しているＷｅｂページのＨＴＭＬタグが表示されます。
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画面ＮＯ．６　

　内容の設定


· ［内容の入力］欄に、内容を入力します。

· 内容は、［サンプル］欄内の内容サンプルをダブルクリックすると［内容の入力］欄に設定されるので、これを修正して使用することもできます。

· ［ＯＫ］ボタンをクリックすると､［こんなページができます］の欄に内容が表示されます。

· また、［そのＨＴＭＬソースはこうなります］の欄に内容を表示するために必要なＨＴＭＬタグが表示されます。

· ［こんなページができます］欄内の入力した内容を選択して、［削除］ボタンをクリックすると､設定した内容を削除できます。

· 内容を入力し、［ＯＫ］ボタンをクリックする際に［リンクON］ボタンをクリックしておくと、その内容にはハイパーリンクが設定されます。ハイパーリンクを行わない文章を作成する場合は［リンクＯＦＦ］を設定しておきます。

· 内容の設定終了後、［>］ボタンをクリックすると、奥付けの設定に進みます。［画面ＮＯ．７］

· ［<］ボタンをクリックすると、見出しの設定に戻ります。［画面ＮＯ．５］

· 画面下部の［タイトル］ボタンをクリックすると、タイトル画面に戻ります。［画面ＮＯ．０］

· 画面下部の［解説］をクリックすると､本教材で使われる専門的な用語についての解説が表示されます。

· ［内容の入力］をクリックすると、内容に関する解説が表示されます。

［解説］
· ［こんなページができます］欄には作成しているＷｅｂページをブラウザで見たときの画面が表示されます。

· ［そのＨＴＭＬソースはこうなります］欄には作成しているＷｅｂページのＨＴＭＬタグが表示されます。

· 本教材ではハイパーリンク先のURLを設定する事はできません。
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画面ＮＯ．７

　奥付けの設定


· ［奥付けの入力］欄に、奥付けを入力します。

· 奥付けは、［サンプル］欄内の奥付けサンプルをダブルクリックすると［奥付けの入力］欄に設定されるので、これを修正して使用することもできます。

· ［ＯＫ］ボタンをクリックすると､［こんなページができます］欄に奥付けが表示されます。

· また、［そのＨＴＭＬソースはこうなります］欄に奥付けを表示するために必要なＨＴＭＬタグが表示されます。

· ［こんなページができます］欄内の入力した奥付けを選択して、［削除］ボタンをクリックすると､設定した奥付けを削除できます。

· 内容の設定終了後、［>］ボタンをクリックすると、画像の挿入に進みます。［画面ＮＯ．８］

· ［<］ボタンをクリックすると、内容の設定に戻ります。［画面ＮＯ．６］

· 画面下部の［タイトル］ボタンをクリックすると、タイトル画面に戻ります。［画面ＮＯ．０］

· 画面下部の［解説］をクリックすると､本教材で使われる専門的な用語についての解説が表示されます。

· ［奥付の入力］をクリックすると、奥付に関する解説が表示されます。

［解説］
· ［こんなページができます］欄には作成しているＷｅｂページをブラウザで見たときの画面が表示されます。

· ［そのＨＴＭＬソースはこうなります］欄には作成しているＷｅｂページのＨＴＭＬタグが表示されます。
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画面ＮＯ．８

　画像の挿入


· 画像の挿入を行う行を［こんなページができます］欄から選択し、挿入する画像を選択して、［ＯＫ］ボタンで挿入します。

· 画像の挿入を行うと､［そのＨＴＭＬソースはこうなります］欄に、表現に必要なＨＴＭＬタグが追加されます。

· ［こんなページができます］欄内で削除する行や画像を選択して、［削除］ボタンをクリックすると､削除できます。

· ［保存］ボタンをクリックすると、Ｗｅｂページとして保存を行うダイアログボックスが表示されます。［画面ＮＯ．９］

· ［デザイン教材］をクリックすると、教材３－２　「Ｗｅｂページのデザイン技法」の学習を行います。（Ｗｅｂページのデータは引き継がれないので、保存を行ってからにしてください。）

· ［<］ボタンをクリックすると、奥付けの設定に戻ります。［画面ＮＯ．７］

· 画面下部の［タイトル］ボタンをクリックすると、タイトル画面に戻ります。［画面ＮＯ．０］

· 画面下部の［解説］をクリックすると､本教材で使われる専門的な用語についての解説が表示されます。

［解説］
· 画像は、選択した行の下に表示されます。

· ［こんなページができます］欄には作成しているＷｅｂページをブラウザで見たときの画面が表示されます。

· ［そのＨＴＭＬソースはこうなります］欄には作成しているＷｅｂページのＨＴＭＬタグが表示されます。

[image: image15.bmp]画面ＮＯ．９

Ｗｅｂページとして保存


· 作成したＷｅｂページをファイルに保存する際の、クラスとファイル名を設定します。

· ［ＯＫ］ボタンをクリックすると、画像の挿入画面に戻ります。［画面ＮＯ．８］



[image: image16.png]


画面ＮＯ．１０

　Ｗｅｂページの作成から表示までの流れ

　－全体の流れ－


· ［接続形態の変更］ボタンをクリックすると、変更用の画面が表示されます。［画面ＮＯ．１０－１］ 

· ［タイトル］ボタンをクリックすると、タイトル画面に戻ります。［画面ＮＯ．０］

· ［解説］をクリックすると､本教材で使われる専門的な用語についての解説が表示されます。

［解説］
· ユーザが情報発信としてＷｅｂページを作成して、他のユーザがそのＷｅｂページを参照するまでの流れを理解していただきます。

· ユーザのインターネット接続環境に応じて､画面を変更できます。（［インターネット接続環境の変更］ボタンで変更可能）
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画面ＮＯ.１０－１

　Ｗｅｂページの作成から表示までの流れ

　－インターネット接続環境の変更－


· 第一の選択で､ＬＡＮを通してインターネットに接続するかの質問に対して、ＹＥＳの場合は第二の選択肢が強調されます。また、ＮＯの場合は第三の選択肢が強調されます。（残りの選択肢は選択できなくなります。）

· 第二の選択で、作成したＷｅｂページをＦＴＰアップロードするかの質問に対して、ＹＥＳの場合、ＮＯの場合で表示する画面を変更します。

· 第三の選択で、回線が常時接続されているかの質問に対して、ＹＥＳの場合､ＮＯの場合で表示する画面を変更します。



６．汎用教材使用の手引き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

マルチメディア教材で作成した自分のＷｅｂページをフロッピーディスクにコピーして、ブラウザを起動してＷｅｂページの確認を行います。

使用方法

・マルチメディア教材に従い、Ｗｅｂページを作成。

・マルチメディア教材に従い､Ｗｅｂページをサーバ上に保存。

・サーバ上からクライアントPCのフロッピーディスク上にコピー。

・フロッピーディスクにコピーしたＷｅｂページをダブルクリックしてＷｅｂページの確認を行う。

学習項目





買い物遊びでＷｅｂのイメージを学ぶ








目的　　	Ｗｅｂページの作成から表示までの大きな流れを理解する。
































� EMBED Photoshop.Image.5 \s ���





目的　　	擬似的なデパート内を移動してもらうため、買い物をするという動機付けを行う。


　操作はブラウザライクであり色々なお店に移動してもらう過程で、Ｗｅｂページの構造やリンクについて理解する。





３．Ｗｅｂページの作成から表示までの流れ



































� EMBED Photoshop.Image.5 \s ���








� EMBED Photoshop.Image.5 \s ���





Ｗｅｂページの記述方法（保存）








Ｗｅｂページの記述方法（画像の挿入）





Ｗｅｂページの記述方法（タイトル作成）

















Ｗｅｂページの記述方法（見出し作成）





Ｗｅｂページの作成から表示までの流れ


（大まかな流れの説明）





買い物遊びでＷｅｂのイメージを学ぶ


（決定した買い物を各階の店で探索）





Ｗｅｂページの記述方法（奥付作成）





Ｗｅｂページの記述方法（中見出しと内容作成）





買い物遊びでＷｅｂのイメージを学ぶ（買い物決定）





目的　　	ＨＴＭＬタグを記述し、Ｗｅｂページを作成していきます。直接タグを入力するのではなく、発信する情報を入力し、この表現に必要なタグとは何かを理解する。


　多くの例を用意してあるのでＷｅｂページを作ったことのない生徒でも学習を進めることができる。








２．Ｗｅｂページの記述方法





� EMBED Photoshop.Image.5 \s ���





� EMBED Photoshop.Image.5 \s ���
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